
　自宅にいるときに突然大きな揺れに襲われたら、
あわてず落ち着いて、怪我をしないように自分の身
の安全を確保する行動を取ることが重要です。
　特に、震度６以上の揺れになると、家の中では電
化製品や家具が倒れたり、棚のものが落ちる、ガラ
スが割れて飛び散るなど、普段何気なく使っている
ものが突然、凶器に変わってしまう場合が多くあり
ます。
　「安全地帯」とは家の中でも家具が倒れたり、壁に
かけた額などが落ちてこない場所、数分間そこに避
難すれば怪我をしないで地震をやり過ごせる場所
を意味します。「住宅・建造物の耐震化」、「家具など

の転倒・移動防止」、「備品の落下防止」、「ガラスな
どの飛散防止」などを行い、安全地帯を準備してお
くとともにその場所を把握しておきましょう。
　地震はいつ起こるかわかりませんから、地震に対
する普段からの備え、正しい心構えを身に付けてお
くことが大切です。

地震が起きたときの安全地帯


